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What  is  FAF?



福岡に存在する優れた建築とデザインの良良さをたくさんの⼈人々に伝えたい。  

私たちは様々な活動を通して、福岡を感性豊かな都市に育てるまちづくり活動を⾏行行っていきます。  

私たち福岡建築ファウンデーション（FAF）のミッションは、  

『福岡の街を、デザインを育てる⼟土壌として耕すこと』  

建築を中⼼心としたさまざまなデザインのプロが集い、  

建築やデザインの魅⼒力力を多くの⼈人々に伝えることによって、  

福岡を豊かな感性が息づく都市にしたい。  

FAFは、そんな思いを持った団体です。

福岡を  
豊かな感性が息づく都市にしたい。

Toyotaka
テキストボックス
理念



福岡に  
デザインをはぐくむ⼟土壌をつくること。
優れたデザインを⽣生み出すデザイナー、デザインを学ぶ学⽣生、そしてユーザーである市⺠民
を結ぶことで、福岡に暮らしや⼼心を豊かにするデザインを育む⼟土壌を作ることが私たち
FAFの⽬目的です。デザインの魅⼒力力や優れたつくり⼿手について市⺠民に知ってもらい、次代を
担うデザイナーが育つ場や機会（プラットフォームとコンテンツ）を創造します。

Toyotaka
テキストボックス
目的



建築ツアーやワークショップなどのイベントを通じて、⼈人々に優れた建築やデザインを広く紹介していき
ます。近現代建築を広く紹介する建築ツアーや、優れたデザインと市⺠民を繋ぐワークショップやサロンな
どのイベントを⾏行行っています。また、誰もが福岡の建築を理理解しやすいよう、さまざまな情報をわかりや
すくアーカイブ化していきます。さらに優れたデザイナーや優れたものづくりにチャレンジする企業と、
ユーザーである市⺠民と結ぶ仕組みの構築も⾏行行っていきます。建築を中⼼心に、インテリアや照明、ランドス
ケープ、プロダクトなど、⼈人の暮らしを⽀支えるデザインが豊かに育まれる⼟土壌を福岡につくる活動が、
FAFの主軸です。

FAFの活動  
デザインと市⺠民をつなぐ

⼀一般市⺠民向けの  
建築ツアーや  
⾒見見学会の開催  

デザインへの  
興味を育む  

レクチャーやワーク
ショップ等の開催  

⼦子どもが  
デザインに触れる  
多様な機会の  
創出  

建築デザインを  
中⼼心とした  

情報アーカイブの  
構築  

⼀一般市⺠民が  
優れたデザインに  
アプローチ  
しやすくする  
ツールの開発  

⼦子どもと  
デザインの学び

レクチャー  
ワークショップ建築ツアー

情報アーカイブ  
構築

アプローチツール  
開発

Toyotaka
テキストボックス
活動
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都市の資産としての九州⼤大学箱崎キャンパスを対象として、

FAFの活動特性のすべてを網羅羅した企画を実践する。
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2015.9.12  開催  

当⽇日の参加⼈人数  
11組28名（⼤大⼈人14名・⼦子ども14名）







当⽇日の様⼦子(2)

 　参加した⼦子どもたちによる撮影



当⽇日の様⼦子(3)

 　ワークショップで壁新聞作成と発表会



当⽇日の様⼦子(4)

 　壁新聞パネルと放⽣生会期間中の商店街での展⽰示



9.30 　⻄西⽇日本新聞さんに掲載

当⽇日は半⽇日密着取材頂きました



  事業名称：親⼦子の福岡近現代建築ツアー  
＠九州⼤大学箱崎キャンパス  

＜2016.04.28_̲事業実施報告＞  
NPO法⼈人福岡建築ファウンデーション（通称：FAF）

１．法⼈人の概要  

２．申請のきっかけや動機  

３．概要とその成果  

４．今後の展開



2

0 1

九

大

箱

崎

建

築

ツ

ア

本部棟と並ぶ九州大学の代表的建築物。工学部のシンボルである。大講義室に鉄骨が使用された鉄骨鉄筋コンクリート造の大規模建築物。多くの学者を育てた歴史的意義の
大きい威風堂々とした名建築。4 階の会議室は、数々の著名な来賓を受け入れてきており、壁面の絵画とともに、歴史的な価値も大きい。タイルや雨どい、玄関ポーチの持ち送り、
ステンドグラスなど、詳細な技術の高さは見どころも多い。正門からの配置、本部と対面する配置など、この地域の景観的な存在感も大きい。

工 学 部 本 館

193 0

10, 32 4m
COMPLETION  YE AR
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設計：倉田謙
施工：清水組
構造：R C造、一部SRC造 5階地下1階
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設計：光吉健次
施工：戸田建設
構造：R C造 4階地下1階
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創立50周年の記念して建築されたシンボリックな建築物。卒業生の記憶にも深く留まる。「大学紛争」の舞台にもなった。近年まで入学式・卒業式の会場として使用されていた。
工学部本館と並ぶべき箱崎キャンパスを代表するシンボル的存在。1960年代の現代建築の特徴を有し、意匠的にも優れた高度成長時代の打ち放し鉄筋コンクリート造で、光吉
健次氏の代表作。

5 0 周 年 記 念 講 堂
まるで、端正で水平に伸びる船舶海洋工学実験室を対を成すように、山のように垂直に高くそびえ、いびつなボリューム感のある、異様な形をしている。その形に合わせるかの
ように、壁から屋根まですべて波形スレートに覆われた中には、深い水槽があり、実験施設としての高い象徴性を有している。

船 舶 海 洋 工 学 実 験 水 槽
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設計：不明
施工：不明
構造：S造 1階
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まるで、端正で水平に伸びる船舶海洋工学実験室を対を成すように、山のように垂直に高くそびえ、いびつなボリューム感のある、異様な形をしている。その形に合わせるかの
ように、壁から屋根まですべて波形スレートに覆われた中には、深い水槽があり、実験施設としての高い象徴性を有している。

船 舶 海 洋 工 学 実 験 水 槽
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19 73

13,176m
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設計：倉田謙
施工：清水組
構造：RC造5階

理学部と農学部の図書を中核とした蔵書。カーテンウォールとアルミパネルを等間隔縦桟で分節し、上階がせり出す。下が玄関となる3階でスロープからアプローチする。下の
2層は書庫。外観は明色タイル張りとし、等間隔に白い額縁窓を開く。3,4階には開架閲覧室を配する。玄関ホールの吹抜を囲んで国際交流コーナーなどがある。昭和 62年  、
光庭を挟んで増築された。外壁は暗褐色タイル平坦張り。5階に視聴覚ホールと会議室が新設された。

中 央 図 書 館
理学部と農学部の図書を中核とした蔵書。カーテンウォールとアルミパネルを等間隔縦桟で分節し、上階がせり出す。下が玄関となる3階でスロープからアプローチする。下の
2層は書庫。外観は明色タイル張りとし、等間隔に白い額縁窓を開く。3,4階には開架閲覧室を配する。玄関ホールの吹抜を囲んで国際交流コーナーなどがある。昭和 62年  、
光庭を挟んで増築された。外壁は暗褐色タイル平坦張り。5階に視聴覚ホールと会議室が新設された。

理学部は、旧帝国大学時代における総合大学としての九州大学が完成する最後の学部であったとともに、当時の経済事情や敷地条件によって、工学部と農学部に挟まれ、細長
い羊羹型の建物の組み合わせとなっている。かろうじて確保された中庭のアジア的な様子と、天文学をさりげなく主張する東屋のディテールは、研究に励む学生たちをリフレッシュ
させる効果があったことだろう。

理学部（中庭）
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設計：不明
施工：不明
構造：RC造 6階
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設計：光吉健次
施工：清水建設
構造：R C造4階

建築学科が設置されて最初の建造物。丹下健三の系譜である光吉健次による戦後モダニズムの代表作。高度成長期の建築様式の構造と意匠が一体化している。建築そのもの
を現代芸術として捉えると、芸術工学部の香山壽夫作品と並び称される価値がある。各地から移設された九州各地の建築資材や、OBによって移設された博多駅貴賓室のマント
ルピースなど、単に九州大学というに留まらない産業遺産的価値を有する。

建 築 学 教 室
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設計：不明
施工：不明
構造：R C造1階

農学部の卒業生たちによって建てられた50周年記念の同窓会館。その通称の通り建物の平面が六角形をしている。建物どころかテーブルをはじめ、内部造作にもいたるところで
六角形がモチーフとなっている。なぜ六角形なのか？それは謎に包まれている。平日の昼間はランチ営業されており、ヘルシーで美味しい料理を堪能できる。木々の中にひっそ
りと佇む姿は、なんとも魅力的。

五 十 周 年 記 念 会 館（ 通 称：六 角 堂）

記録誌９種が完成！

40カ所以上へ配送済 　今後市内を中⼼心に各所へ配布予定
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設計：島岡春三郎
施工：清水組
構造：RC造3階地下1階

戦前につくられた、数少ない鉄筋コンクリート造建築。農学部の中心的建築物であり、記憶にとどまる存在。1931年に焼失した農芸化学本館を再築したもの。農学部にとどまらず、
文系地区の卒業生にも親しまれる。長く伸びた庇や連続窓など、いちはやくインターナショナルスタイルを取り入れ、地下も設けている。正面玄関の円弧の持ち送りに高い技術
が見られ、角や背面に丸窓を配し、玄関にタイルを多用するなど、遠景からは窺えない繊細さがある。

農 学 部 6 号 館

設計：渡部善一
施工：清水組
構造：木造 1階

昭和初期の洋風木造の建築物で、熱帯地に向けて農学研究を発展させてきた農学部のマスコット的存在。九州大学の演習林の歴史は、農学部自体よりも古く、戦 前期外地に
多くの演習林を持っていた九州大学の演習林本部として建てられた。昭和初期ながら、木トラス構造を用い、下見板張りや左右対称性、中廊下の構成 で、端正なつくりといえる。
愛らしいコロニアルスタイルの洋風木造建築。

農 学 熱 帯 研 究 セ ンタ ー

2

0 9 19 3 1

4 5 2m
COMPLETION  YE AR

S I T E  A R E A

九

大

箱

崎

建

築

ツ

ア



01. 工学部本館 02.50周年記念講堂 03. 船舶海洋工学実験水槽 05. 理学部(中庭) 06. 建築学教室 07. 六角堂 08. 農学部６号館 09. 農学熱帯研究センター

九州大学箱崎キャンパスに眠る宝を探し出して撮影しようと集まった親子約30名。工学部（どきどき歴史発掘）班、理学部（キャンパスラ
イフ体験）班、農学部（わくわく自然探検）班、の３チームに分かれ、解説を受けながら、子どもの視点からの撮影による宝さがしが行われ
た。午前中いっぱいを使ってキャンパス内を探検し、それぞれが発見した100年ぶんの風景をレンズに収めた。

午前中に撮影された画像をチームごとに分別し、出力をリアルタイムに行って、午後からはワークショップ。選りすぐった画像たちをもと
に、対象建物ごとに１枚のボードに、壁新聞のようにまとめていった。親子で楽しみながらレイアウトや吹き出しの言葉をつけて、色とりど
りのボードが完成。9.13～18の筥崎宮放生会期間中は、商店街のある大学通りの中で展示も行った。

九大箱崎建築ツアー ワークショップ
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♠ 時間割
9:30-10:00 受付（箱崎キャンパス正門）
10:00 箱崎キャンパス本館からスタート
10:00-12:30 午前の部（撮影ツアー）
お昼休み
14:00-16:00 午後の部（ワークショップ）
16:00 解散

-editor in chief
斉藤昌平（株式会社斎藤政雄建築事務所/FAF）

-editor
青木仁敬（株式会社DLC・GBコンサルティング/FAF）
池邉絢子（西日本鉄道株式会社/FAF）
川上隆之（ナガハマデザインスタジオ一級建築士事務所/ FAF）
德永博文（德永博文建築設計事務所/FAF）
中村千春（株式会社松下美紀照明設計事務所/FAF）
野畑拓臣（株式会社スピングラス・アーキテクツ/FAF）
前川晴宗（株式会社スピングラス・アーキテクツ/FAF）

-photo
針金洋介（針金建築写真事務所/FAF）
安川眞澄（ハコトル）
浦瀧恵美子（ハコトル）
野上梓（ハコトル）
古屋啓子（ハコトル）

-design
川路あずさ（HYACCA / FAF）

-support
末廣香織（九州大学大学院人間環境学研究院准教授/ 
有限会社 エヌ・ケイ・エス・アーキテクツ/FAF）
渕上貴代
田中文城（九州大学工学部建築学科２年）
橋迫弘平（株式会社古森弘一建築設計事務所/FAF）
東大貴（九州大学工学部建築学科２年）

KYUDAI
ARCHITECTURE
TOUR 
MAP

百年という長い時間をかけて作り上げられてきたキャンパスでは、歩くたびに多様な魅力を発見できます。学部学科の違いや成立した時代背景など、時間や空間が
混ざり合い、学生さんや先生方が学問に捧げた創意工夫の痕跡も見えるようです。まさに、20世紀の証人とも言うべき場所です。実はハコザキの街も、千年以上前
から続く筥崎宮を中心に、まぜこぜで多様な成り立ちをしていて、歩くと楽しいです。21世紀に生きる我々は、こうした遺産をどのような形で受け継ぎ、活かすこと
ができるでしょうか。そんなことを考えるきっかけのひとつに、今回の親子ツアーがなっていたらいいなと思います。

ハコザキと九州大学箱崎キャンパスの魅力

さいとうさん

04. 中央図書館

ハコフェス2015・
第12回
放生会特別企画
実行委員会

お問い合わせ :  NPO法人福岡建築ファウンデーション事務局
MAIL : info@fafnpo.jp
HP : http://fafnpo.jp/

平成27年度福岡市NPO活動推進補助金事業
主催：NPO法人福岡建築ファウンデーション
協賛：内田洋行株式会社
協力：九州大学、ハコフェス

♦ 開催概要
開催日時：2015年9月12日（土）10:00～16:00
開催場所：九州大学箱崎キャンパス（福岡市東区箱崎6-10-1）
参加人数：11組／28名（大人 14名、子ども 14名）
対象：親子（子ども とその保護者）

参加費：2,000円／人（FAFサポート会員は1,500円）
持参品：デジタルカメラ、帽子、タオル、虫よけグッズ、水筒、弁当

貴重な都市資産を引き継ぐため

配布先のご推薦があればぜひご⼀一報ください！

株式会社内田洋行






